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向にあった・⑧施肥后碓氷までの時間については液肥確　ぎ10　日に潅水したもの吐楕々減収した・④液肥の施用

用炭58日までに濾水するときしつかえないがこれを過　濃度吐現段階では希釈した方が均一町撒布される．

水田における機械化深耕と施肥法に関する試験

第1報　2．3の土壌の砕土とその生育

高橋精一・若生桧兵衛

（宮城県虔試）

1　まえがさ

大型トラクター導入による水田深耕は水田基熊の炎術

拡天と相侯って近在各地に展開され．これと同時に疾桝

に対応すべき施肥法に朋する研究も併施されつつあるが

第1衰　　　試　　験　　設　　計

不試験もその一例である．

2　試験方法

試験設計概要及び供試土壌断面吐第1表の通少である．

土　壌　断　面　図

＼
＼
　 ＼　＼

耕　　　　 法 施　　 肥　 ・条　　 件

繊 超 l砕　 土 代 捜 不　　　　 場 角　　　　　　　 田

昭
不 トラクター餅 P H ．P 駆 R 1．標　　 肥 1．標　　 肥

和
37

年

場 普　 通　 耕 R ア 牽 R 2・Ⅳ2 割増 a y ．p増 A

8． ク B角 トラクタ「緋 P 0 ．E 牽 R 8・Ⅳ2 割増追肥

田 普　 通　 耕 R R 準 R ▲ p 4 割増区 もⅣ標 ．p 増

和 本

場

普　 通　 耕 R

p J

R

P ．H

1・標　　 肥 隋考

昭
ロータリー
テイラー・耕 R ．R 乙 Ⅳ8 割増 1・俺月巴は トラ耕．普

38

年
ブ ラ　ウ　耕 R．R ＋E P E ．P 乱化成対照区

耕共に共通

乞化成はロータリーティ
プ ラク　餅 P H ．P p ．H も化　　 成 ヲ一区のみ使用

不　場　　　　角　田

注　　p＝プラク　R＝ロータリー　R．R＝ロータリーテイラー　H．f＝ハロウプラク

ク．H＝バデーーハロウ　　OE＝オフセット　ノ、ロー

圃場試演に封いてはトラクターの作業の解析さらには，　兼砕土壌と細砕された土壌とを各種に混じた土壌をポッ

施肥試験に伴う栽稲試験と夷施して検討を加えた・又土　トに入れ試験した．その設計吐第2表の通りである．

境の枠上条件について倹討すべく予備的試験で吐あるが

第2表　　ポ　ット　試験設　計l砕土試験】

土 壌 砕土 割合 不　　 場　　 土　　 壌 角　 田　 土　 彊

1 上 0。 痴 二砕 土 区 ポ　 ッ　 ト　　 且／20 0 0 a／6 0 0 0

2 90　痴　　 ク 確　 肥　 土　　 N ・p ・E 各 1 ．0 g Ⅳ・P ・E 各 0 ．5　g

8 70　第　　 ク 栽　 稚　 故　　 8／p o t x l／p o t　サ ・シク レ
4 5 0 疹　 ク　　　 ×　 供 試 品種　 サ サ シタ レ

5 8 0　節　　 ク 連　　　 故　　 8 連 8 連

6 兼　 酔　土　 ク 移　 植　 日　　 5 月　22 日 5　月　22　日

①　直径1‘¶内外の乾燥土塊毛織別し，1m
た．水分23．5串．

モ通過させる細土とモ表中の如く，工量別割合佗組合せ

②　供試土場はローターベーターで餅屈した土塊を供試した．

①　特に肥科は土塊の酔土を防止するところから表肥とし代積は全く行わない．又排水を行ってい射、．
3　試験藷黒

先づ餅超法忙朋逢して各種作業機疋上る餅起．砕士，

代穫後の砕士峯と調査した結果煮8表を得た・

調査方法吐朝dX108■の土屑等横当りの土壌を土塊の

天草盲別に姉別し重量感で表わしたものであり代橿のみ

吐直径恥膚の円筒を使用した・トラクター餅のブタクに

上る桝超の場合不穏　角田の各土壌共に普通桝に比し餅

病後・砕土後の砕土効率互何れも悪く角田土壌のみ虻代

揚炭の砕土率が普通桝に匹敵した．
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第8表　　砕　士　率　調　査

砕 士 別

（d ）

耕　　 超　　 后 l　 砕　 土　 后
代　　　 摸　　　 后

ト　 ラ　 耕 普　　　 耕 ■ト　 ラ　 耕 普　　　 耕 ㊥　 ト　　 ラ 桝　 帝 昔　　　 耕

昭
不

0　－　2 1 0 ．8 1 1．1 　 19 ．7
1

2 5 ．1 5 2 ．1 8 9 ．6 8 6 ．2

2 ・－　4 10 ．8 9 ．0

7’．8

18 ．8

1 2 ．1

9 ．2 9 ．5 1 ．0 5 ．4

．場

4 ・－　6 4 ．2 1 8 ．8 5 ．9 8 ．0 5 ．2

和 6 －　8 6 ．9 1さ．7

58 ．8

日 ：：； 18 ．4 18 ．5 1．0 2 ．1

37
8　く 6 7 ．8 8 4 ．6 14 ．1 5 5 ．2 1．1

角

0　■－　2 8 1 ．4 2 6 ．1 60 ．3 83 ．1

年 2　～ 4
－ － 10 ．8 1 5 ．0

－－ 6 ．1 12 ．2

度
田

4 、 6 1 6 ．6 1 8 ．0 7 ．6 2 ．4

6 －　8
－ 12 ．8 1 2 ．1

－ 6 ．1 0 ．

8　く
－ 29 ．4 掴 ．8

－ 2 0 ．0 2 ．2

昭

一和

I

不

砕 士別
蛸　　　 起　　　 后 砕　 土　 后 ；　　 代　　 掻　　 后

p P R ．R R H ．p H・P R R　 f X P 射 p p H R．R f，H R ）（R

0　～　2 2 9 ．9 2 0 ．0 5 0 ．0 1 4 7 ．1 4 4 ．さ 7 0 ．7
； 5 8 ・2 1 5 4 ・8

58 ．8 7 7 ．2

38

場

2　、　4 8 ．7 10 ．1 1 8 ．2 1 6 ．4 1 1．4 18 ．7 1 2 ．0 1 7 ．2 1 5．8 7 ．5
年

度

4　■－　6 8 ．8
7 ．2 1 1 5 ．0

1
1 0 ．1 5．9 7 ．2 1 8 ．4 1 5 ．9 1 6．1 15 ．8

6　－　8 8 ．5 8 ．7 1　 8 ・9 1 1 ．8 4 ．7 9 ．5 6 ．5 8 ．2 1 4．9

8　＜ 4 4 ．1 5 8 ．9 8 ．0 1 5 ．1 6．6 1 ．9 9 ．7 4 ．5
－ －

次に生育・収量を虜4表に示すと次の通わ七ある・本場　のロータリーテイラーに上る耕起砕士一括作業の場合虻

土壌に卦いて吼全軌こ普通抑こ比しトラクター耕吐増肥　増収者示して野少プラクによる反転耕超とは異なる作土

しても初期生育から劣勢の傾向で収量も低へしかし軸年　条件に売るので吐かかと推測される．朋土犠mPh

罵4表　　生　育　，　収　量　調　査

昭　　 和　　 8　7　　 年　　 度

　 ＼

l 昭 和 8 8 年 度　本　 場

不　　　 場 角　　　　 田 不　 場 角　 田

草　 丈 垂　 救 草　 丈 茎　 数 玄米指数 玄米指紋 草　 丈 垂　 軟 玄米指数

普
1
　 d■
7 7．1

F 2言 　 d忙
8 1．2

　 不

2 1．8 100 100 l　 P　　 対　　 凧
　 d■
82．4

　 不

26・4 100

通
2 82．8 28．6 76．9 20 ．6 105．8 100 ．9 2　 〃　　 Ⅳ　　 増 86．6 24・9 98．5

桝
8 78．7 20．5 88．4 28 ．4 97．9 104．2 8　 R　 R　 対　 照 76 ．4 24 ・1 102．7

4 79．1 28．0 78．9 20．4 105 ．5 98．1 4 〃　 y　 増

6 p x R R 対照

75．8

77．8

2 1・5

26・0

105．6

101．2ト 1
；74 ・l 19．1 80．4 20 ．1 102 ．4 1 11．8

7
ク
2 78 ．4 28 ．8 89 ．4 20 ．7 98．7 1 14．さ 6　 ク　　 Ⅳ　　 増 ・77．0 1 2 1・4 96．6

′
l
8 75 ．4 ‘19 ．6 9 1．9 22 ．8 102 ．1 115．2 7　 p　　 対　　 照 81．1 22・4 94．9

餅 4 79 ．8 2 6．8 88．7 21．0 101．8 109．6 8　 ク　　 Ⅳ　　 増 89．8 26．8 9 6．6

て杜普通餅に比較し従来の作土18所以下の肥沃で吐ある

が緻野で根の伸張に政があった下層が一挙に加の迄探耕

されて根圏土壌吐拡天され庚だ肥料の増投吐初期から順

鞘に生育が確保され増収した・代幾でも述べた細く下層

土もよく砕士されたことも見逃せをレ、・久にポット試験

の生育収量d茶5表に示す通わである・天昭の傾向とし

て吐砕土割合の高レ、穏丙土壌共初朋から生育が確保され

ているが両土壌間で生育樫過に多少差異が感じられる．

即ち本場土壌は初期こそ砕土不全区の生育吐劣勢を示す

ものの7月に入っては砕土良好区佗徐々に追いつく傾向

を強く示し始めるのに対し角田土壌の場合仕初期から砕

土不全区吐劣勢傾向にあわその後の生育経過も同機であ

った・従って収量吐不場と吐違って砕土割合に上って明

確をる墓を示した．次に栽堵期嘲甲の土壌につ書調査を

すべく7月即日及び収穫朋の土壌につきlpOt全体を対象

として土壌全量甲から土壌置採取し土塊のくずれの程度

及び若干の化学分析及び地上部，地下部の乾物重を判定

した・凛6表．需7表にこれ虻示す．
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第5表　生乳収量舶　　　　1芸芸
lpOt平均
lpO七重晦）

砕 ！

士

別

7　 月　 2 2　 日 成　　　 熟　　　 期

総 ．　 二重 ワ　 ラ 重 楕 籾 重

草 丈 td I 垂 故 （不 ） 科 長 伽
増 長 可 穏 軟 （剤

事

1 6 5 ．1 1 9 ．4 7 9 ．9
1 7 ・7 日 8 ・0 1 3 1 ・2 6 0 ・5 【 5 7 ・2

2 6 9 ．5 2 0 ．2 7 6 ．4

7 5 ．5

7 5 ．2

7 3 ．7

7 4 ．7

：；：； 日 ；二： て

：；：… 日 …：； …

1 7 ．2 L 1 3 ．8 …

1 3 4 ．6

1 2 9 ．4

1 2 7 ．4

1 2 7 ．3

1 2 4 ．2

6 1 ．5　 　ゝ　 5 9 ．7

場 ＄ 6 7 ．4 1 8 ．0 6 0 ．0 1 5 6 ・0

土 4 6 5 ．2 1 8 ．0 6 1 ．5 5 6 ．3

嘱 5

6

6 1 ．4

6 8 ．8

1 7 ．1

1 7 ．4

5 9 ．0

5 8 ．5

1 5 4 ．5

L 5 5 ．0

角

1 6 7 ．7 2 1 ．4 8 7 ．0 1 8 ．6　　 2 1 ・9 ； 7 1 ．8 3 3 ．9 1 2 7 ．6

2 6 6 ．8 2 2 ．8 8 7 ．0 1 8 ．3
2 1 ．5 ！

6 8 ．5 3 4 ．4 2 6 ．5

田 8 6 4 ．2 2 0 ．7 8 2 ．5 1 7 ・l l 2 1 ・0 6 5 ．2 き2 ．0 2 5 ．0

土 4 6 8 ．0 2 0 ．3 8 2 ．1 1 7 ．6 1 8 ．5 5 7 ．1 2 9 ．5 1 8 ．0

壌 5 6 2 ．8 1 6 ．0 7 6 ．1 1 7 ．5　　 1 7 ．0 5 7 ．0 2 8 ．5 2 0 ．4

6 6 4 ．0 1 5 ．5 7 6 ．0 1 7 ．5　　 1 7 ．0 4 5 ．4 2 1 ．0 1 6 ．0

移植　直前ポットに充填せる土塊の濯水後・時期の経　7月30日の測定結果では本場土塊の場合①馴用の土塊の

卦こつれてのくずれの程度については測定する過当なる万　くずれの挺度は大略同様傾向ル）状況でさして大きな開きは

法もないので濁題吐あつたが天宿式団粒分析器を応用し　認められず大きい土塊も蘇んとくずれており，収橙期では

て耐水添削して得た数値tこついて検討を加えた・一国UJ）更に強く認められた角田の場合は土塊のくずれはあまり顔

粛6表　　土　壌　分　析　表11）

＼ ； 7 月 80 日　　 採 取　 土　 壌 Im 0 8 h 】 跡　 地　 土　 壌 Im o〇九）

7 8 8 － 18 1伊一恥 恥・｝即 軸－1馳 1馳　 く 7 8 8 － 18 18－祉 馳一別 ■即～1馳 150　く

本

】 ¢ 車 努 虜 隼 痴 痴 ヰ ¢ 痴 努 痴

1
1 1
6 ．7 8 ．9 さ．8 7 ．6 1 8 ．1 6 6 ．5 2 3 ．7 7 ．2 6 ．2 1 0 ．9 2 ．5 4 9 ．5

2
L　 4 ．6

6 ．5 8 ．5 6 ．9 1 2 ．6 6 7 ．0 2 4 ．7 6 ．0 8 ．1 8 ．6 3 ．9 4 8 ．7

場 8 6 ．0 8 ．5 8 ．8 6 ．0 1 5 ．7 6 5 ．0 2 8 ．5 7 ．6 8 ．8 9 ．8 4 ．6 4 1 ．2

土 4 4 ．4 8 ．7 5 ．0 7 ．4　 12 ．5 6 7 ．0 2 6 ．5 9 ．4 7 ．4 6 ．8 4 ．3 4 6 ．8

犠 5 7 ．0 4 ．7 4 ．3 6 ．5 1 1 ．0 6 6 ．5 3 1 ．9 9 ．5 9 ．5 7 ．4 2 ．5 3 9 ．8

6 8 ．0 6 ．7 4 ．5 4 ．5 7 ．1 6 9 ．2 3 4 ．9 8 ．4 5 ．3 5 ．9 2 ．3 4 8 ．2

角

1 2 1 ．6 6 ．8 7 ．8 2 1 ．0 1 5 ．6 2 8 ．8 5 4 ．4 9 ．6 5 ．2 1 ．5 8 ．0 2 6 ．3

2 8 8 ．6 5 ．8 8 ．4 2 2 ．0 1 0 ．9 2 4 ．7 5 5 ，0 1 0 ．6 4 ．7 3 ．5 1 ．2 2 5 ．0

田 8 8 7 ．2 6 ．1 4 ．1 1 9 ．8 7 ．9 2 4 ．9 5 5 ．0 1 1 ．2 4 ．7 6 ．5 4 ．0 1 8 ．6

土 4 4 1 ．6 1 0 ．1 6 ．6 1 4 ．8 7 ．4 2 1 ．0 5 8 ．0 13 ．5 5 ．0 8 ．6 2 ．9 2 2 ．0

壌 5 4 2 ．9 1 2 ．1 5 ．6 1 5 ．8 4 ．4 1 9 ．2 5 9 ．2 1 2 ．7 4 ．9 2 ．9 1 ．2 1 9 ．1

6 4 8 ．0 1 4 ．1 7 ．0 1 6 ．4 3 ．0 1 7 ．5 5 7 ．3 1 3 ．7 5 ．8 3 ．0 1 ．8 1 8 ．4

薯に吐認められず収穫期に》いても目立つ撞くずれてい

なレh　次に土壌分析結果であるがyH．一対について吐採

取時の生土Aと乾燥後初Clnell也tlon21日で化成し

てくるBを分析し収穫期に更にP・瓦も分析した・不穏土

壌で吐①⑥区間にA・玉井角田程の開音吐をいが角田の場

合砕土割合につれて差違が紘められた・

4　む　ナ　ぴ

ます圃場試験から伺えるところでば不場の場合，生育

は前述の如くトラクター耕起区は砕土率表把も示される

如く砕土条件も悪く更に肥沃でないしかも比較的固い下

層士の作土への混入吐砕土峯を史に悪くさせ．淋水后徐

々に土塊吐くずれを見せこの点で吐有利な条件にを少や

すい土壌ではあるが一万で吐作土からの華分流亡も附値

するので偽に増肥のみで吐生育の確保は相当困難であっ

たものと解される．角田土壌の場合下層士も肥沃である

が緻密をるが故に下層への根僅少にヤゝ困難を示してい

た現状が一挙に加爪も疾耕されしかも肥料も増捜された

ので作土圏吐従来と異なる慮境を呈し初朗か．ら生育を確

保したものと推される．次広ポット試験であるがこれは
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第7表　　土　嘆　分　析 表12】

初日

り

■

1

取卜‖

H√－Ⅳ

壌
　
茎
乗
壁

土
1
．
■
　
1
：

根．勒Cl岬．一打

1

1100　　5．011十　島1

本　2：淡）　5．25　十　劇

場　3．70　4．95　十19

士　4　　5J　　5．50　1・25

喋　5　　測　　5．乱l　十　か

6　太枠　5．21　十　㊥

1■1胱）　5．70　十112

角　2；90　　5．70　十　恥

圧l‘3■　70　5，舅　十　78

士　4．勤　5．94　十　98

囁　5．乱　　5．90．十　艶

」　　り▲y；　・′塀　　　g

2朋：9・46・亜・5

4．t巴　■　9．2；43．6

3．あ！9．11　劇．6

4．房　10．43　41．0

3．訣）　10，誌　　39．6

3・02㌔　は・億　36・2

6・86　　　9．86　18．0

6・10　　11．47　17．7

4・15i12・97・14・5

7．17　12．74　14．5

8．12　　12．王か　12．5

正　　A B；p205

g　　吋　　∫リ：　呼
Zl・5　2・脚　■12．39　24．70

劫．9　4．蛸　■は．21　孔．鮎

18・2　3．ニ汀　12．15　公．朝

18・6　3．彿　11．（滑　19．21

17・5　3．駆　11．98・21．問

17．2　3．乃　13．亜　■器．軸

7・4■　4．訪■14．詭！凱鋸

7．5！4．3114．16：お．28

．⊥6j末砕；5・駈＿■十66：7・さ2工」竺5」＿J＿1・71＿5・6

土として＿十二塊のくずrLの程姐と可露悪養分について保．対

した■　＿ト蒐〟くず7L／⊂ついて吐l血j土壌の性質咤全く異な

って封り．不揚／⊂王PLへて托瀾水痘政吐ともかく崎勅の嶺過

につrL且つ恨の伸長／⊂つれて徐々に剥離レてくずれ出し．

移植後1ケ月で天郁くずれを止せこれが7月30日の帆走

で裏付けられている．角皿の克行津＝’β水代残によってご土

壌吐ばらばらにくずれを見せる性質もポットと鳴∴言え代

替を全く行のたい場合怯湖水してもくずれの蔵相は全然

認められず回しへまゝで報持された．従ってこの傾向は地

上価にも反映して枠上良好区佗化し小全区壮年愕責が聞

くと】叶痔だ棋士】；：も少く観察で咤あるが大根が多レヽ反血相

椴が少く根が署に一上底＞■ト答域に伸長した形跡は戒

めがたく末利塀部分土壌の介在を伺わせ不場土壌の疇期

的なくずれとこれに相見舞う生育の追いつきという現象

と全く好対象を示した．これは土壌分析結果でも認めら

れ不傷土壌の場合吐土塊のくずれる性賓は土壌各域に根

の侵入を可能をらしめて潜在窒素を利哺しやすくしたの

忙対し角田土壌では廟い．来利用部分の土壌が多くこれ

水　稲　の　収　穫　時　期
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が日に示されているⅣH．一対化成立で謂わ畔根が吸収し

感たかった窒素と解釈されないこともないが唯一回の分

析結果なので牒越もあり断定吐てきをい．尚土塊のくず

れはその土喋の固結条件ともl対座する間組でこの点不壊

士嘆吐根に上って侵入しやすいつまり破壊されやすい性

質もあるとも云えるしくずれの一都は濯水に上るものも
あろう．

慮後に一応現在まで機械化探槙に伴う馴巴法に関する

試験の一貫として砕土間題を取上げたが不場．角田土壌

忙ついての相違点が種々出てきて封少本場土壌の場合吐

代横において上りもそれ以前の砕土処理が問題なのに対

し角泊吐代横を絶対的な決め手として卦りこれが水稲生

育を高水準に保つ一要因ともなっている．しかしこの二

つの土壌のみで吐明確なる桔論吐得られないので本年吐

庚だ古川土嘆も加えて候封をいそいている．何れにして

も砕士が土壌のどの性質に由来するかも不明である現在

この複雑をる周題について今后の研究課題であろう．

と　品　質　に　つ　い　て

上井触治郎・ノ宮部克巳

藤原　　宏・村井一男

し1■ト手少．ゝ農J中

1　ま　えが　き

岩手県にかける補作りにかいて．例年，刈り》くれの

傾向がみられること互．満票改善上の周題点として指摘

され乾燥調整の改書とをらんで滴朋刈わの励行が．指導

重点事項として．とりあげられている．

そこで，県の巷斡品魔を咽いて．刈取時期・か違いが品

賞に及ぼす彩智を知るため一昭刹那生から武威を行って

レトるがl昭和軋87岩手農式水稲栽培試験成韻書1．昭

利軸生産に行った試験の概要について報告する．

2　試験方法

当場標準栽培硝種族で栽培した，フジミノリ．ノ、ツ二


